
左の表は、センター試験の科⽬別平均点（2020年度は河合塾予想）である。
今年のセンター試験では、英語、数学、国語の主要科⽬で平均点がダウンした。
なかでも、数学Ⅰ・数学Ａは前年から－８点と難化しており、現⾏課程に移⾏し
た2015年以降最低点となる⾒込みである。右下の得点分布をみると、今年の分
布は⾼得点層が減少し左にシフトしている。より思考⼒を重視する問題や従来の
過去問題や問題集等ではあまりみかけない設定の問題など、受験⽣にとって慣れ
ない問題が出題されたことから⾼得点が取りづらかった様⼦がうかがえる。

理科①では、化学基礎、地学基礎で３点ダウン。理科②では、物理でアップした
⼀⽅、⽣物、地学ではダウンした。
地歴・公⺠では、若⼲の変化はあるものの、とくに地歴、倫理,政治・経済の４
科⽬では平均点が６３〜６７点と⼤きな差はなく、選択科⽬による不公平感は感
じられない。
なお、理科②、地歴・公⺠とも得点調整はないと⾒込んでいる。

５教科７科⽬の総合型では、主要科⽬の平均点ダウンにともない、⽂系・理系と
も２０点前後ダウンすると推定。
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国公⽴⼤志望が中⼼となる７科⽬型受験者の⽂系・理系別の得点分布（※）。

⽂系・理系ともに分布の⼭は左にシフトしている。
とくに、難関⼤を狙う得点率８割以上の⾼得点層が⼤きく減少している。
数学Ⅰ・数学Ａをはじめとする主要科⽬では、平均点がダウンしただけではなく
⾼得点がとりづらかったことが要因と推測する。
理系では、選択者の多い物理や地理Ｂで平均点が上昇した影響で、得点率８割以
上の⾼得点層の減少率は⽂系ほど⾼くない状況である。

以上から、今年のセンター試験は①平均点ダウン、②⾼得点がとりにくかった
の２点が特徴である。

※得点分布は河合塾 センター試験⾃⼰採点集計「センター・リサーチ」のもの
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センター試験受験者から寄せられた河合塾の⾃⼰採点集計（センター・リサーチ）
の概況をまとめた。
今年の「センター・リサーチ」の参加者数は418,004⼈、センター試験受験者の
約８割をカバーする（センター試験受験者は本試験「外国語」受験者とする）。
データ件数は前年⽐96％と、センター試験「外国語」受験者と同様の減少率であ
る。
⽂系・理系別では、⽂系の減少率がやや⾼い。
教科型別では、国公⽴⼤志望者が中⼼となる７科⽬型は前年⽐97％であるのに対
し、私⽴⼤志望者が中⼼となる３教科型は92％と減少が⽬⽴つ。
⼤学⼊学共通テストへの移⾏を翌年に控え、早期に⼊学先を決定したいという安
全志向から、2020年度⼊試では推薦・ＡＯ⼊試の⼈気が⾼まっており、推薦・
ＡＯ⼊試での合格者が抜けている影響もあると思われる。

下の表は、センター試験の志願者数、受験者数をまとめたものである。
センター試験の志願者数を現役・既卒等に分けてみると、既卒等は前年⽐94％と
⾼い減少率である。
現役⽣に⽐べて学⼒の⾼い⽣徒の多い既卒⽣の減少は、難関⼤や医学科の⼊試に
与える影響は⼤きく、今年の⼊試のポイントの⼀つといえる。
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国公⽴⼤全体の志望動向をまとめた。
左の全体概況のグラフに⽬を向けると、
前期⽇程の出願予定者数は前年⽐96％と、センター試験受験者数の減少率と同率
となった。センター試験の受験者数と連動した動きにより、競争の緩和が期待で
きそうな状況といえる。
後期⽇程は前年⽐91％と減少率が⾼い。今年のセンター試験は英語・数学・国語
の主要科⽬で平均点がダウンしており、⽬標としていた得点に届かず、後期⽇程
の出願を諦めようとしている受験⽣が前年以上に多い様⼦がわかる。
中期⽇程は、近年新たに実施する⼤学が増えており、減少率は⼩幅。
⼤学所在地区別にみると、関東・東京・近畿といった都市部での減少率が⾼い。

右の表は、⼤学グループ別に志望動向をまとめたものである。
「難関10⼤」「準難関・地域拠点⼤」「その他⼤」のグループ間に⼤きな差は⾒
られず、極端に難関⼤を避ける動きはみられない。
ただし、グループ内では、前年倍率がダウンした学部・学科や、他⼤と⽐べてボ
ーダー得点率が低く狙い⽬にうつるところに集中するケースがあるため、今後の
動きに注⽬したい。
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難関１０⼤学の前期の状況をみていく。
図は、難関10⼤学の学部別の出願予定者前年⽐を⽰している。
難関10⼤学では、全⼤学で出願予定者が減少した。
なかでも、年間を通して低調な⼈気だった東京⼯業⼤、⼀橋⼤では、⾼い減
少率となった。

各⼤学の状況を学部にみると、全体的な傾向として前年⼊試で志願者が減少
した学部（北海道-総合⽂系、東北-⽂、名古屋-理・情報、⼤阪-⼯、神⼾-経
営、九州-法など）や、他学部と⽐べてボーダー得点率の低い保健系などに出
願予定者が集まっており、グループ内、⼤学内でもとくに合格可能性の⾼い
学部・学科に集中している様⼦がわかる。

京都-総合⼈間は、出願予定者前年⽐126％と増加率の⾼さが⽬を引くが、
平均点がダウンしたセンター英・数・国を合否判定に使⽤しないこと、３年
連続で志願者が減少したことから出願予定者が集まった。
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最後に、国公⽴⼤の学部系統別の動向をみていく。

国公⽴⼤前期⽇程の出願予定者数は４％減少（前年⽐96％）したことを踏まえて
みると、
⽂系では、国公⽴⼤全体よりもやや減少率が⾼い系統が⽬⽴つ。
理系では、理、⼯学系は前年並みとなったが、医・薬などでは⼤きく減少した。
その他の系統では、学際系（総合・環境・情報・⼈間）が前年を上回る出願予定
者を集めている。
なかでも情報分野では前年⽐113％と⼤きく増加しており、⼈気は継続してい
る。

スライド右側の系統別占有率の推移をみると、
「医・⻭・薬・保健」「教育」系は下降が続いている。
「社会科学」系は近年上昇が続いていたが、2020年度⼊試では下降した。
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